
町立病院からのお知らせ

  問い合わせ先　和水町健康管理センター　☎0968・86・3696

和水町健康管理センターでは、６月14日から７日間で国保特定健診の集団健診を行いました。
集団健診に忙しくて行けなかった人、これから健診を受けたい人は、個別健診（74歳以下の人は、
９月30日まで。75歳以上の人は、平成31年３月31日まで。）を行っています。
和水町健康管理センターまで予約をお願いします。
今回は、「健診結果で分かること」を紹介します。

特定健診を生活習慣病の予防に役立てよう
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図2　Ｄ地区南下（高畑地区）周辺図

図1　神尾城周辺地形図

肥 満 度
【計算式】BMI=体重(kg)÷身長(㍍)÷身長(㍍) 
　　　　 標準体重=身長(㍍)×身長(㍍)×22
             BMI=22が一番病気にかかりにくいといわれています。

尿 検 査 蛋白・潜血異常の人は、一度泌尿器科を受診しましょう。糖の異常の人は、もう一度検査を
受けてみてそれでも尿糖が出るようであれば、糖尿病の詳しい検査を受けましょう。

血 圧
毎回高いようならご注意を。健診時だけ高くなることもあります。高めに出た人は、
自宅でリラックスしている時に、一週間同じ時間に血圧を測りメモしておき健診結果とメモ
を持って内科医にご相談ください。

白 血 球 体内に侵入するウイルスや細菌を撃退する白血球。その数が増えているときは、
体内のどこかで炎症や病気があることを示しています。

血 小 板 血を止める働きをしますので、少ない人や極端に多い人は内科医にご相談ください。

貧血検査 赤血球や血色素の数値が低い人は、貧血を起こしていますので原因を調べ、治療の必要が
ありますので、内科医にご相談ください。また、食生活にも気をつけましょう。

肝 機 能 肝臓に障害があると、血液中に漏れ出してくるため値が上昇します。

脂質代謝

数値が高いと動脈硬化を進めます。食べ過ぎや飲酒量・夕食のまとめ食い・間食などに
気をつけましょう。
HDL（善玉）コレステロールは、余分なコレステロールを回収して動脈硬化を防ぐ働きをします。
LDL（悪玉）コレステロールは、数値が高いと単独で動脈硬化を進める原因となります。

腎 機 能 腎機能が低下すると、値が増加します。また、脱水になると腎臓に負担がかかるので、
こまめに水分補給をしましょう。

尿 酸 尿酸値が高い状態が続くと、激痛をともなう痛風発作を引き起こします。

糖 代 謝 数値が高い人は、内科で再検査して下さい。糖尿病が疑われます。
町立病院では、年に数回、糖尿病教室を開催しています。

眼 底 眼底カメラで目の奥の網膜を撮影することにより、脳の動脈硬化がわかります。

健診は病気の発見だけでなく、体の異常を早期に発見する
重要な役目があります。
健診で大切な事は、毎年の数値の変化に注目する事です。
血圧や血糖、脂質の数値が正常値でも安心せず、少しでも
異常値に向かいつつあったら、生活習慣病の黄色信号とと
らえ、生活習慣の改善を心がけましょう。
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